
第６８回国立病院総合医学会
（平成２６年１１月１４日 於横浜）

医療のここ２年間の投稿実績をみると，総説６題，原著論文１２題，報告３２題であった．
投稿者の職種内訳は，総説は６題とも医師．原著論文は医師５題で薬剤師・管理栄養

士・臨床検査技師がそれぞれ２題ずつ，理学療法士が１題．報告は，医師が１５題，薬剤師が６題，
管理栄養士・臨床検査技師・心理療法士・放射線技師がそれぞれ２題ずつ，看護師・理学療法
士・臨床工学技士がそれぞれ１題ずつの投稿であった．総説はともかくとして，原著・報告の半
数以上はメディカルスタッフからの投稿であり，多職種からの医療をとらえた学会誌として特徴
を示している．
しかし，職員数の数の大きさからすると看護からの投稿は少ない．一般的にも専門分野の研究

報告は多いが，日常の看護実践からの「気づき」を研究につなげる，研究成果を活かす，研究を
重ねるといったことは少ないと感じる．原因として考えられることは，看護は現象学的な要素が
強く，数値に示すことのむずかしさがある．さらに，看護の実践は患者ごとの個別性が強く，一
般化ができにくい面がある．研究者育成に時間的な制約や支援体制の不十分さも影響しているこ
ともいわれている．ただ，一般化ができにくいものでも，意義があれば発信して多くの人の目に
触れ，類似性のある症例を集め報告をすることはできる．先行研究にないオリジナリティーの発
信は，多くの人の視野の広がりや新たな研究の取り組みにつながる．論文作成は，看護実践の有
効性やエビデンスを客観的に説明する機会ともなり，チーム医療の中で，他職種と互いの役割の
理解の深まりにつなげることができる．そのためにも研究に取り組む機会づくり，継続的な研究
支援，投稿の働きかけが必要である．
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は じ め に

看護研究の取り組みが少ない原因

災害医療センター院内教育２年目
研修プログラム：看護過程の展開発表会

時間確保と研究指導

「医療」の投稿実績をみると，原著・報告の半数
以上はメディカルスタッフからの投稿であり，多職
種からの医療をとらえた学会誌として特徴的である．
しかし，職員数の数の大きさからすると看護からの
投稿は少ない．一般的にも専門分野の研究報告は多
いが，日常の看護実践からの「気づき」を研究につ
なげる，研究成果を活かす，研究を重ねるといった
ことは少ないと感じる．原因として看護の実践は，
数値に示すことのむずかしさ，患者ごとの個別性が
強く一般化ができにくい面が考えられる．研究者育
成に時間的な制約や支援体制の不十分さも影響して
いることもいわれている．
今回，研究報告が少ない原因を分析し，その対策

として災害医療センターでの研究支援の取り組みか
ら看護管理者の役割について検討した．

投稿すなわち研究取り組みが少ない原因につい
て，１点目，看護の実践は個別性が強く一般化がむ
ずかしく研究として表現しにくいことがあげられる．
であれば一つひとつの症例を丁寧に分析し，研究の
題材に気づき研究につなげる，研究を重ねていくと
いうことをしていけばよいのだがなかなかそうはな
っていない．臨床の現場では患者が示すさまざまな
反応にとにかく対策することにとらわれて，「なぜ」
とか「何がどのように効果があるか」考えを深めら
れていないと感じる．看護の基礎教育でも臨床に出
てからも研究を学ぶ機会は少なく基礎力がついてい
ないこと，指導者も育っていないことの影響も大き
い．看護管理者が臨床の場で研究の思考過程そのも
のを教育していく重要性を強く感じる．
２点目，研究の継続性という点で職業継続の困難

さが影響すると考える．若林の研究では女性が仕事
を継続するには本人の意志力とことに職場の支援に
大きく影響される１），また男女を問わず職務内容の
連続性と発展性に基づくキャリアのタイプでは，研
修生や実習生・見習いとしての仕事において連続性
が低く，ここでも本人の意志と職場の支援が影響す
る２）と報告されている．研修生・実習生からの成長
では看護職のキャリアの段階があてはまる．研究は
積み重ねや継続的取り組みが必要である．職業継続
のための環境整備はもとより，研究継続を支援する

はたらきかけが必要である．
３点目は，研究が職務ストレスとなっていること
である．佐野らの報告では，中堅看護師の役割負担
のひとつとして看護研究の取り組みを挙げている．
研究の実施が個人の動機によるものでなく，業務上
の役割になっているという現状がある３）．内的に動
機づけできるように日常と結びつけた研究の取り組
みを働きかける必要がある．
以上の３点から当院での取り組みについて報告す
る．

この研修は看護実践が患者にとってどのような効
果をもたらすことができたのかを発表する症例報告
会である．発表会は看護活動を説明する場，可視化
する場として活用し，患者満足や自己の達成感から
次の症例への取り組みや研究を重ねていく動機づけ
にし，研究ストレスのような役割負担のイメージを
払拭しようとしている．
今年度の発表で，脳卒中で急性期を脱し，気管切
開のある頚部の拘縮や筋緊張があった患者で，経口
摂取を進めていくことを目標に掲げていた一例を紹
介する．全身のリラクゼーションをはかり，体操の
実施と体位の工夫を行い，座位を保持する訓練も進
み目標到達に至った．この積極的で継続的な取り組
みが大変素晴らしいと感心したのであるが，発表者
もそのチームもたまたま効果が出ただけと実践を評
価しようとしない．このような看護師の自己評価の
低さは少なくない．研究への働きかけとしても，看
護管理者が看護実践の評価をしっかり伝える必要性
を感じる．看護師のモチベーションを上げるという
意味では，看護師長・副看護師長が投票で優秀者を
推薦し看護部長表彰を実施している．
また，発表後にディスカッションし他者の意見を
聞く，さらに自分の考えを深めていくことが重要で，
この思考過程を日常の場面で繰り返し，自然に症例
報告・研究の取り組みにつながるように看護師長・
副看護師長へ働きかけている．

当院では看護研究取り組み１テーマにつき２年間
の時間を確保し，その間継続してすすめていけるよ
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現場の取り組みを発信しよう

ま と め
うに指導の体制を工夫している．大学教員による研
究指導で体系的に学び，倫理的な内容や研究計画等
の細かい部分での指導を看護部倫理委員会で行う．
看護部倫理委員会で指導していることでは １．研
究方法に具体的な研究行動を述べる ２．調査にオ
リジナル尺度を用いる場合の妥当性の検証について
３．期待しない結果についてなぜそうなったのかを
考察する ４．検定結果や図表の提示方法 ５．統
計分析ではひとつの結果で研究の全体を決定付けな
い，偏った判断をしない ６．考察では証明されな
かったことを傾向があると飛躍しない ７．先行研
究のクリティーク＊，先行研究との比較・知見の考
察を述べる等の項目が多く，自己の考えを論理的に
まとめるところまで支援する必要もある．ほとんど
の研究はまだ研究前の段階であり，研究として成り
立っているものは少ない．そこからが研究の始まり
であることが多く，積み重ねして継続できるように
支援体制を整える必要がある．

当院では「緊急輸血実施のためのシミュレーショ
ン」を診療部・検査部・看護部合同で行った．救命
救急センターでは重症患者受け入れ時に緊急輸血な
らびに異型輸血の実施の可能性がある．安全な実践
にそなえるために，マニュアルにそって各部門が役
割に応じた行動がとれるのかシナリオを作成し実施
評価した．取り組みの結果からマニュアルに基づい
たイメージトレーニングの重要性，他職種の動きを
認識した行動，緊急対応における共通認識の重要性
を導き出せた．各施設の実践の場でさまざまに工夫
し取り組んでいることがあると思われる．ぜひ「医
療」に報告しあって共有したい．

「医療」は多職種の研究報告の集録になっており
特徴的である．学術的に多職種が互いに情報を得，
意見交換を行える共通の場があることは，チーム医
療の推進，エビデンスの構築，医療質の向上に活か
すことができる．看護部門からの投稿を増やすこと
は，看護の実践を可視化でき職種間の共通理解や連
携につながる．そのためには看護管理者が，日常の
実践の中から研究への「気づき」に働きかける，研
究の時間確保，継続性の支援，計画書の支援，意義
ある実践を評価し，発信する働きかけをしていくこ
とが必要と考える．

〈本論文は第６８回国立病院総合医学会シンポジウム「医
療系論文の書き方と注意点 ―「医療」に投稿して世の
中に発信しよう―」において「メディカルスタッフから
の投稿－看護の立場から－」として発表した内容に加
筆したものである．〉

著者の利益相反：本論文発表内容に関連して申告な
し．

［文献］
１）若林満．女性キャリア発達の構造．労務研究 １９８５；

３８�７：１９―３０．
２）若林満．組織内キャリア発達とその環境．経営行

動科学 ２００６；１９�２：７７―１０８．
３）佐野明美，平井さよ子，山口桂子．中堅看護師の

仕事意欲に関する調査 役割ストレス認知および
その他関連要因との分析．日看研会誌 ２００６；２９：
８１―９３．

＊クリティーク：研究論文に書かれていることを正しく読み解き，評価すること

― 198 ― Apr. ２０１６


